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研究成果の概要（和文）：本年度は、人間のコミュニケーションを可能にしている生物学的および社会的諸条件
の探求し、それに立脚して、ますます高度化するフェイク生成技術と複雑化するフェイクニュースをめぐる生態
系の実態を明らかすることに研究、およびフェイクニュースに対抗するための技術的・制度的な方法論の探求を
行ってきた。特に人間のコミュニケーションの公共的規範的次元がいかにして生じてきたかということについ
て、様々な分野の知見を総合して考究した。それと並行して、様々な専門分野の研究者と公開のパネルを行い、
市民のリテラシーを高めるための啓発活動を行った。

研究成果の概要（英文）：This year, we have been exploring the biological and social conditions that 
make human communication possible, and based on this, we have been researching the increasingly 
sophisticated technologies for generating fake news and the increasingly complex ecosystems 
surrounding fake news, as well as the technological and institutional methodologies for countering 
fake news. In particular, we have synthesized knowledge from a variety of disciplines to examine how
 the public normative dimension of human communication has emerged. In parallel, we have conducted 
public panels with researchers from a variety of disciplines to raise public literacy.

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： フェイクニュース　コミュニケーション　情報倫理　人工知能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究の学術的意義はフェイクニュースやフェイク生成技術に関する問題に科学的な知見をもたらし、それに
基づいた規範的な提案することにある。また人間のコミュニケーションに関する生物学的および社会的条件を研
究することで、コミュニケーションの本質や進化について深い理解を得ることができる。この研究の社会的意義
として、市民がより正確な情報にアクセスし健全な意思決定を行うことが可能になると期待される。さらに啓発
活動を通じて市民のリテラシーを高めることで、フェイクニュースに対する抵抗力を向上させることが期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

インターネットが普及し始めた当時、人々はそれが「情報を民主化する」ことを期待した。し
かしインターネットはいまだにその期待に応えることができていない。それどころか、インター
ネットは人々が接する情報に強いバイアスをかけることで、むしろ民主主義を弱体化させる効
果をもたらしているように見える。多様な価値観を持った人々が、正しく偏りのない情報に基づ
いて、お互いの利害に配慮し、そして互いを人として尊重しながら議論ができることが健全な民
主主義社会の基盤である。しかし現在、ネット上では、人々はフェイクニュースに踊らされ、フ
ィルターバブルとエコーチェンバーの内側で偏った情報・意見に囲まれている。そして時に無思
慮な加害的行動に走り、誹謗中傷をぶつけ合い、ヘイトスピーチをまき散らす。 

 これらの問題には、少なくとも部分的には、共通の要因もあるように思われる。それは、どれ
だけ多くの人の目に触れたかが情報の「値打ち」になる、という慣習がインターネットで支配的
になってしまっていることである。このことはメディアが流すニュースに限らず、個人による情
報の発信にも当てはまる。このためにメディアや個人は、多くの人々の感情を刺激して即座の反
応を引き出すような情報を熱心に発信する一方で、本当に重要な、公共的な「価値」のある情報
はしばしば疎かにされている。 

こうしてインターネット上に流通する情報の「質」、あるいはコミュニケーションの「質」が
低下している。そして情報にとって最も本質的な価値の一つである「真実性」さえもが今や重要
ではなくなっている。これが昨今「ポストトゥルース」と称される状況である。現在、急激に発
展するビッグデータと人工知能によって、情報の収集と生成・ランク付け・選択的配信のプロセ
スはますます自動化されており、このことは状況をさらに深刻化させることが予想される。 

 

２．研究の目的 

本研究は以下のことを達成することを目的とする。第一に、情報技術、特にインターネットに
よって引き起こされるコミュニケーションの「質」の低下と、それに起因する現代の諸問題の根
本的な要因・メカニズム・影響を明らかにする。健全なコミュニケーションは現代の民主主義社
会の基礎であるが、私たちは、この基礎が情報技術によって現在どのように脅かされているかを
調査・研究・考察する。第二に、そのような問題に対処するための新しい実践的な情報リテラシ
ーの概念を探求し、その基礎になる技術哲学の理論を構築する。第三にその概念と理論に則した
情報リテラシーとクリティカルシンキング能力向上のための方法論とツールを探求する。この
ことによって本研究は、情報技術と社会が互いに調和しながら発展していくことに貢献する。 

 

３．研究の方法 

 この目的のために、本研究では情報技術が要因となって引き起こされる様々な問題を調査・分
析し、そこにある倫理的・法的・技術的課題についての研究を行う。特にオンラインでの人々の
無思慮で非倫理的な振る舞いについて、心理学・計算社会科学・哲学・倫理学・法学・メディア
論、精神医学などの多様な視点から研究する。その上で、人々がリテラシーを向上させ、オンラ
インでより合理的かつ倫理的に振る舞うことができるための情報技術と社会制度のデザインを
考える。 

 
４．研究成果 
 本研究においてはインターネット上でやり取りされる情報コミュニケーションの質の低下 

に対して、技術的、社会的な面、人間の心理や認知の面といった多角的な観点からその要因を探

求した。計算社会科学や心理学・認知科学などの実証的な研究に加え、歴史研究や社会学的研究

によって、以下のような知見を得た。第一に、インターネットにおいては人々が接する情報に偏

りがある。インターネット上には膨大な情報が存在しているが、実際に人々が接する情報はその

ごく一部でしかなく、その内容は偏っている。この要因の一つにはいわゆるインターネット上の

様々なサービスがユーザーにカスタマイズされていることから起こる、いわゆるフィルターバ

ブルの問題がある。またこれには人々が選択的に情報に接しているという要因も関わっている

ことが分かった。 

 また私たちはコミュニケーションの意義や価値という側面からこの問題を哲学的・倫理学的

に検討した。その際に私たちは「コミュニケーションとはそもそも何であるか」、「コミュニケー

ションの価値は何か」という根本的な問題に立ち返って考察を進めた。その結果として私たちは

コミュニケーションについての伝統的な二つのモデル、すなわちコミュニケーションを情報伝

達として考えるモデルと社交としてとらえるモデルのどちらでも不十分と考えるに至った。コ

ミュニケーションは情報を伝達する、あるいは人々の間の社交的なつながりを構築するだけの

ものではない。コミュニケーションは情報と情報を結び付けて新たな情報を生み出したり、人々

を結び付けて新しい社会的存在を作り出したりする。そしてこの二つの側面は密接に結びつい



 

 

ている。なぜなら新しい情報の創発は人々の結びつきを強化し、そして密接に結びついた集団は

新しい情報をより活発に生み出すからである。エコーチェンバーやフェイクニュース、ヘイトス

ピーチ、社会的分断などの問題は、このコミュニケーションの「創発モデル」のもとでより良く

理解できる。このようなコミュニケーションは社会的存在としての人間にとって根源的なもの

である。そこに新しいテクノロジーが入り込んで、攪乱されていることに現代のインターネット

に関連する問題の大きな根があると私たちは考えた。 

 この問題をさらに複雑化させているのが社会的孤立の問題である。様々な指標に照らして、現

代においては社会的孤立、孤独の問題が深刻さを増していると考えることができる。孤独な人間

はつながりを求める。インターネットは他者とのつながりを簡単に得ることを可能にするが、社

会的に孤立している人間は偽情報に対してより脆弱であることも示されている。また孤独な人

間は他者の言動を、自分に対する悪意を持っているように認知する傾向がある。その結果として、

孤独な人々はフェイクニュースを信じ、何気ない他者の言動を悪意あるものと考え、エコーチェ

ンバーに囚われ、さらに孤立を深めるという悪循環に陥る。 

 私たちはこのような状況において有効な「情報リテラシー」とは何であるかを探求してきた。

従来の「リテラシー」概念は情報を吟味してその真偽を識別する能力や、情報技術を適切に使用

する能力を指すのが普通で、主に個人の能力や態度や理性にフォーカスしたものだということ

ができる。しかし私たちはこのような「リテラシー」では現在のポストトゥルース状況に対処す

ることは難しいと考えている。なぜならポストトゥルース状況での有害な情報、有害なコミュニ

ケーションは私たちの根源的な情動に訴えるからである。そこで私たちは現代において本当に

重要な情報リテラシーとはより非認知的なもの、そして個人の能力だけではなく、テクノロジー

や社会制度やコミュニティに支えられたものであると考えるに至った（もちろん伝統的に考え

られてきたリテラシーが不要であるというわけではない）。とは言え非認知的なリテラシーのよ

り詳細な分析と、それを涵養する方法についてはさらなる探求を待たなければならない。 

 本研究プロジェクトを通じて得られた、当初は想定していなかった成果として、人間と科学技

術の関係についてのより深い理解が挙げられる。情報技術の歴史、その社会への影響を研究する

うちに、科学技術は人々の行動や生活様式のみならず、価値観や選好にも影響を与えることが明

らかになった。そのことは現代の情報技術についてもいえる。そしてその価値観や選好がまた科

学技術の発展を方向づける。このように人間と科学技術は相互に影響を与えながら「共進化」し

ている。人間とテクノロジーはある意味においてまさに「共生」の関係にあり、そして時にはテ

クノロジーが人間に「寄生」することもある。このようなテクノロジーについての見方は従来の

テクノロジーの哲学にはなかったものであり、本研究プロジェクトの貴重な成果である。 
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